
(57)【要約】

【課題】振動板の振動を制御することができ、または、

取付け等の対象物への振動を低減できるスピーカ装置。

【解決手段】基板２と、基板２の振動部５に当接したエ

キサイタ３とを備えたスピーカ装置２１であり、基板２

は振動部５より外側に取着部６を有し、振動部５はエキ

サイタ３の当接部より外側の全周囲にわたって、振動部

５の共振振動を制御するための振動調整層９が積層され

、取着部６は振動部５から伝達する振動を抑制するため

の振動抑制部４が積層され、曲げ剛性は、振動部５に振

動調整層９を積層した部分よりも取着部６に振動抑制部

４を積層した部分の方が大きい。振動調整層９の特性を

部分的に異なるようにすることもある。振動部５の外周

領域部５ｂを複数の環状帯域（５ｂ－１，５ｂ－２，５

ｂ－３）に区画し、環状帯域に積層した振動調整層（９

－１，９－２，９－３）の振動特性を異なるようにする

こともある。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、 基 板 の 振 動 部 に 当 接 し た エ キ サ イ タ と を 備 え た ス ピ ー カ 装 置 に お い て 、 基 板 は
振 動 部 よ り 外 側 に 取 着 部 を 有 し 、 振 動 部 は エ キ サ イ タ の 当 接 部 よ り 外 側 の 全 周 囲 に わ た っ
て 、 振 動 部 の 共 振 振 動 を 制 御 す る た め の 振 動 調 整 層 が 積 層 さ れ 、 取 着 部 は 振 動 部 か ら 伝 達
す る 振 動 を 抑 制 す る た め の 振 動 抑 制 部 が 積 層 さ れ 、 曲 げ 剛 性 は 、 振 動 部 に 振 動 調 整 層 を 積
層 し た 部 分 よ り も 取 着 部 に 振 動 抑 制 部 を 積 層 し た 部 分 の 方 が 大 き い こ と を 特 徴 と す る ス ピ
ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 振 動 調 整 層 は 、 振 動 特 性 が 部 分 的 に 異 な る 請 求 項 １ 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 振 動 調 整 層 は 、 複 数 の 環 状 帯 域 に 区 画 さ れ 、 各 環 状 帯 域 の 振 動 特 性 が 異 な る 請 求 項
１ 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 を 備 え 、 作 業 口 蓋 を 前 記 基 板 で 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 を 備 え 、 壁 パ ネ ル の 面 材 の 一 部 を
前 記 基 板 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 振 動 板 を エ キ サ イ タ ー で 分 割 振 動 さ せ る ス ピ ー カ 装 置 、 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口
蓋 及 び ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 平 面 状 の 振 動 板 を エ キ サ イ タ ー で 分 割 振 動 さ せ る 平 面 ス ピ ー カ 装 置 は 、 振 動 板 と
し て 、 相 対 向 し て 配 置 さ れ る ２ 枚 の フ ィ ル ム 状 の 表 層 振 動 部 材 の 間 に ハ ニ カ ム 構 造 の 芯 材
を 挟 装 し て な る 軽 量 で 高 剛 性 の ハ ニ カ ム 構 造 板 、 ア ク リ ル 板 等 の 合 成 樹 脂 板 ま た は ベ ニ ア
板 等 が 用 い ら れ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ５ ８ ８ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 面 状 の 振 動 板 は 、 面 全 域 に わ た っ て 、 な り た ち 方 （ 組 成 ） が 同 一 で あ る た め に 振 動
の 特 性 が 全 体 に わ た っ て 略 同 一 で あ る 。 そ の た め 、 従 来 の 平 面 ス ピ ー カ 装 置 は 、 振 動 板 の
振 動 を 制 御 し て 音 質 等 を 調 整 す る こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 平 面 ス ピ ー カ 装 置 は 、 厚 み 寸 法 を 薄 く で き る メ リ ッ ト を 活 用 す る た め に 、 リ
ス ニ ン グ 空 間 に 面 す る 躯 体 面 （ 壁 面 、 天 井 面 又 は 床 面 ） や 作 業 口 蓋 等 に 取 付 け た り 、 ま た
は 、 躯 体 面 や 作 業 口 蓋 を 一 体 形 成 し た り す る こ と が 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ の よ う な 取 付
け ， 組 込 み 又 は 一 体 形 成 で は 、 平 面 ス ピ ー カ 装 置 か ら 伝 達 す る 振 動 を 受 け た 建 物 躯 体 等 が
発 音 し 、 平 面 ス ピ ー カ の 発 音 と 建 物 躯 体 等 の 発 音 と が 併 存 し て 音 の 制 御 を 困 難 に す る こ と
が あ る 。 殊 に 、 従 来 の 平 面 ス ピ ー カ 装 置 は 、 振 動 板 そ れ 自 体 で 振 動 を 制 御 す る こ と が 難 し
い た め 、 建 物 躯 体 等 の 発 音 を 抑 制 さ せ る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 振 動 板 の 振 動 を 制 御 す る こ と が で き 、
ま た は 、 取 付 け 等 の 対 象 物 へ の 振 動 を 低 減 で き る ス ピ ー カ 装 置 、 並 び に 、 ス ピ ー カ 装 置 を
備 え た 壁 パ ネ ル 及 び 作 業 口 蓋 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 振 動 板 の 振 動 を 制 御 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 基 板 と 、 基 板
の 振 動 部 に 当 接 し た エ キ サ イ タ と を 備 え た ス ピ ー カ 装 置 に お い て 、 基 板 は 振 動 部 よ り 外 側
に 取 着 部 を 有 し 、 振 動 部 は エ キ サ イ タ の 当 接 部 よ り 外 側 の 全 周 囲 に わ た っ て 、 振 動 部 の 共
振 振 動 を 制 御 す る た め の 振 動 調 整 層 が 積 層 さ れ 、 取 着 部 は 振 動 部 か ら 伝 達 す る 振 動 を 抑 制
す る た め の 振 動 抑 制 部 が 積 層 さ れ 、 曲 げ 剛 性 は 、 振 動 部 に 振 動 調 整 層 を 積 層 し た 部 分 よ り
も 取 着 部 に 振 動 抑 制 部 を 積 層 し た 部 分 の 方 が 大 き い こ と を 特 徴 と す る 特 徴 と す る ス ピ ー カ
装 置 で あ る 。 共 振 振 動 の 制 御 と は 、 共 振 周 波 数 を 可 聴 領 域 か ら ず ら し た り 、 共 振 振 動 の 振
幅 を 減 衰 さ せ た り す る こ と で あ る 。 振 動 調 整 層 と し て は 、 振 動 部 に 自 己 接 着 力 で 塗 着 し た
調 整 剤 か ら な る 調 整 剤 層 、 ま た は 、 振 動 部 に 接 着 剤 で 接 合 し た 板 材 か ら な る 調 整 板 層 が 選
択 さ れ る 。 調 整 剤 層 は 、 添 加 剤 の 種 類 を 変 化 さ せ た り 、 気 泡 を 含 有 さ せ た り し て 弾 性 率 を
調 整 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 振 動 制 御 を 微 調 整 で き る よ う に 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 前 記 振 動 調 整
層 は 、 振 動 特 性 が 部 分 的 に 異 な る 請 求 項 １ 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 で あ る 。 な お 、 振 動 調 整 層
の 特 性 が 異 な る よ う す る に は 、 前 記 調 整 剤 の 種 類 や 塗 着 厚 み を 部 分 的 に 異 な ら せ た り 、 前
記 板 材 の 種 類 や 板 厚 み を 部 分 的 に 異 な ら せ た り し て 行 う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 振 動 制 御 の 調 整 を や り 易 く す る た め に 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 前 記 振
動 調 整 層 は 、 複 数 の 環 状 帯 域 に 区 画 さ れ 、 各 環 状 帯 域 の 振 動 特 性 が 異 な る 請 求 項 １ 記 載 の
ス ピ ー カ 装 置 で あ る 。 な お 、 各 環 状 帯 域 の 平 面 視 形 状 と し て は 、 円 状 に 中 抜 き し た 外 形 が
円 ， 楕 円 状 に 中 抜 き し た 外 形 が 楕 円 ， 矩 形 状 に 中 抜 き し た 外 形 が 矩 形 が あ る 。 各 環 状 帯 状
の 振 動 調 整 層 に つ い て 、 エ キ サ イ タ の 当 接 部 よ り 離 れ る 外 側 へ 向 か っ て 行 く 程 に 層 厚 み を
厚 く す る 等 し て 、 振 動 部 に 各 環 状 帯 状 の 振 動 調 整 層 を 積 層 し た 部 分 の 各 曲 げ 剛 性 を 段 階 的
に 又 は 連 続 的 に 大 き く す る こ と で 、 振 動 部 か ら 外 側 へ 向 か っ て 伝 達 し よ う と す る 振 動 を 抑
制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 外 部 へ 振 動 を 伝 え 難 く ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 と す る た め に 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 が 採 用
し た 手 段 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ 装 置 を 備 え 、 作 業 口 蓋 を 前
記 基 板 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 振 動 部 で 形 成 し た 以 外 の 部 分 へ 振 動 を 伝 え 難 く ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル と す る た め に 請 求
項 ５ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ス ピ ー カ 装
置 を 備 え 、 壁 パ ネ ル の 面 材 の 一 部 を 前 記 基 板 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 付 き 壁
パ ネ ル で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 振 動 部 は エ キ サ イ タ の 当 接 部 及 び 該 当 接 部 よ り 外 側
の 振 動 調 整 層 を 積 層 し た 部 分 が 振 動 し て 発 音 す る 。 こ の と き 、 エ キ サ イ タ の 当 接 部 よ り 外
側 の 振 動 が 振 動 調 整 層 で 制 御 さ れ 、 更 に 、 振 動 部 か ら 取 着 部 へ 伝 わ て く る 振 動 が 振 動 抑 制
部 で 抑 制 さ れ る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 は 、 エ キ サ イ タ の 当 接 部 、 該 当 接
部 よ り 外 側 の 部 分 及 び 取 着 部 の 各 振 動 特 性 が 異 な る よ う に 加 工 し た 特 別 仕 様 の 板 材 を 準 備
す る 必 要 が な く 、 振 動 の 制 御 を 簡 単 に 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 振 動 調 整 層 の 振 動 特 性 を 部 分 的 に 異 な る よ う に 適 宜
選 択 す る こ と で 、 振 動 部 の 振 動 制 御 の 微 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 各 環 状 帯 域 に 積 層 し た 振 動 調 整 層 の 特 性 を 適 宜 選 択
す る こ と で 、 振 動 部 の 振 動 制 御 の 調 整 が や り 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 基 板 か ら な る 蓋 表 面 か ら 音 を 放 っ て も 、 振 動 部 （ 蓋
表 面 ） の 振 動 が 振 動 抑 制 部 を 介 し て 蓋 取 付 け 対 象 物 へ 伝 達 し 難 く 、 蓋 取 付 け 対 象 物 か ら の
発 音 を 無 く す か 、 も し く は 、 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 に あ っ て は 、 基 板 か ら な る パ ネ ル 表 面 か ら 音 を 放 っ て も 、 振 動 部
（ パ ネ ル 表 面 ） の 振 動 が 振 動 抑 制 部 を 介 し て 振 動 部 以 外 の パ ネ ル 表 面 へ 伝 達 し 難 く 、 振 動
部 以 外 の パ ネ ル 表 面 か ら の 発 音 を 無 く す か 、 も し く は 、 低 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 、 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 及 び ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル を 図 面 に
示 す 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ ） は
一 部 破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 、 同 図 （ Ｃ ） は 変 形 例 の 断 面 し た 平 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 例 の ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 基 板 ２ と 、 エ キ サ イ タ ３ と 、 振 動 抑 制 部 ４ と を 備 え て い る 。
面 状 の 基 板 ２ は 、 従 来 の 振 動 板 と 同 様 な 素 材 が 用 い ら れ 、 例 え ば 、 相 対 向 し て 配 置 さ れ る
２ 枚 の フ ィ ル ム 状 の 表 層 振 動 部 材 と 裏 層 振 動 部 材 の 間 に ハ ニ カ ム 構 造 の 芯 材 を 挟 装 し て な
る 軽 量 で 高 剛 性 の ハ ニ カ ム 構 造 板 、 ア ク リ ル 板 等 の 合 成 樹 脂 板 ま た は ベ ニ ア 板 等 が 選 択 さ
れ る 。 基 板 ２ は 、 内 側 の 振 動 部 ５ と 外 側 の 取 着 部 ６ を 連 続 に 形 成 し 、 更 に 振 動 部 ５ に 内 側
領 域 部 ５ ａ と 外 周 領 域 部 ５ ｂ を 連 続 に 形 成 し て あ る 。 振 動 部 ５ は 、 面 状 の 基 板 ２ の 一 部 分
で 形 成 す る こ と に よ り 、 内 側 領 域 部 ５ ａ 及 び 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 全 域 の 成 り た ち 方 （ 組 成 ）
を 同 一 と し た 面 状 に な っ て い る 。 こ の 様 に 振 動 部 ５ は 、 成 り た ち 方 （ 組 成 ） が 同 一 の も の
を 用 い る こ と で 、 予 め 内 側 領 域 部 及 び 外 周 領 域 部 の 特 性 が 異 な る よ う に 成 形 又 は 加 工 等 し
た 特 別 仕 様 の 基 板 を 準 備 す る 必 要 が な い 。 振 動 部 ５ は 、 平 面 状 に 形 成 し た も の 以 外 に 、 曲
面 状 に 形 成 し た も の を 用 い る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 基 板 ２ の 振 動 部 ５ は 、 内 側 領 域 部 ５ ａ に エ キ サ イ タ ３ を 当 接 し て 、 エ キ サ イ タ ３ の
出 力 で 内 側 領 域 部 ５ ａ を 分 割 振 動 さ せ る よ う に し て あ る 。 エ キ サ イ タ ３ は 、 公 知 の も の （
例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ７ ５ ８ ８ 号 公 報 の 図 ２ 示 さ れ た も の ） が 選 択 さ れ 、 詳 細 図 は 省
略 し た が 、 ボ ビ ン 部 に 巻 装 し た ボ イ ス コ イ ル と 、 ボ イ ス コ イ ル と の 間 で 磁 気 ギ ャ ッ プ を 形
成 す る 磁 気 回 路 と を 備 え 、 ボ イ ス コ イ ル に 音 響 再 生 信 号 が 流 れ る と 、 そ の 強 さ に 応 じ て ボ
イ ス コ イ ル と 共 に ボ ビ ン が ピ ス ト ン 運 動 し 、 ボ ビ ン の 出 力 部 に 当 接 す る 振 動 部 を 振 動 さ せ
て 音 を 再 生 す る 。 エ キ サ イ タ ３ は 、 振 動 部 ５ に 対 し て 取 付 け 具 ７ （ 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ １
－ ３ ５ ９ １ ８ ８ 号 公 報 の 図 ４ に 示 す も の 等 ） を 用 い て 取 付 け る こ と で 、 振 動 部 ５ の 内 側 領
域 部 ５ ａ に そ の 出 力 部 を 、 調 整 部 材 ８ を 介 し （ 図 （ Ｃ ） 参 照 ） 又 は 介 す る こ と な く （ 図 （
Ｂ ） 参 照 ） 押 圧 す る よ う に 当 接 し て あ る 。 エ キ サ イ タ ３ は 、 取 付 け 具 ７ を 用 い る こ と な く
、 振 動 部 ５ の 内 側 領 域 部 ５ ａ に 出 力 部 を 接 着 し て 取 付 け る こ と も あ る 。 調 整 部 材 ８ と し て
は 、 好 み の 音 質 と な る よ う に 、 ラ イ ト ニ ウ ム 、 木 質 、 セ ラ ミ ッ ク 等 の 素 材 か ら 板 状 等 に 成
形 さ れ た も の が 適 宜 選 択 さ れ る 。 調 整 部 材 ８ は 、 振 動 部 ５ の 内 側 領 域 部 ５ ａ に 接 着 剤 又 は
粘 着 剤 で 貼 着 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 基 板 ２ の 振 動 部 ５ は 、 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 全 周 囲 に わ た っ て （ 本 例 の 場 合 に は 、 前 後
左 右 に 沿 っ て 一 周 回 る よ う に し て ） 振 動 調 整 層 ９ を 積 層 し て あ る 。 振 動 調 整 層 ９ と し て は
、 内 側 領 域 部 ５ ｂ に 調 整 剤 （ 例 え ば 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 ， ア ク リ ル 系 樹 脂 ， ウ レ タ ン 系 樹 脂
， シ リ コ ン 系 樹 脂 等 ） を 自 己 接 着 力 で 塗 着 し て 硬 化 し た 調 整 剤 層 、 ま た は 、 図 示 は 省 略 し
た が 、 内 側 領 域 部 ５ ｂ に 板 材 （ 例 え ば 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 、 ア ク リ ル 板 等 の 合 成 樹 脂 板 ま た
は ベ ニ ア 板 等 ） 若 し く は テ ー プ （ 例 え ば 、 発 泡 ウ レ タ ン 製 の 防 振 テ ー プ 等 ） を 接 着 剤 で 接

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-332861 A 2006.12.7



合 し て 形 成 し た 調 整 板 層 が 選 択 さ れ る 。 調 整 剤 か ら な る 調 整 剤 層 を 選 択 す る と き に は 、 例
え ば 、 調 整 剤 に 含 ま れ る 添 加 剤 の 種 類 を 変 化 さ せ た り 、 気 泡 を 含 有 さ せ た り し て 任 意 の 弾
性 率 に 調 整 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 振 動 調 整 層 ９ は 、 全 体 に わ た っ て 均 一 な 特 性 と す る 以 外 に 、 特 性 が 部 分 的 に 異 な る
よ う に す る こ と も あ る 。 振 動 調 整 層 の 特 性 を 部 分 的 に 異 な る よ う す る に は 、 調 整 剤 層 を 形
成 す る 調 整 剤 の 種 類 や 塗 着 厚 み を 部 分 的 に 異 な ら せ た り 、 調 整 板 層 を 形 成 す る 板 材 の 種 類
や 板 厚 み を 部 分 的 に 異 な ら せ た り し て 行 う 。 振 動 部 ５ は 、 振 動 調 整 層 ９ の 特 性 を 部 分 的 に
異 な る よ う に す る こ と で 、 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 振 動 制 御 の 微 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 例 の ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 外 部 へ 振 動 を 伝 え 難 く す る た め に 、 曲 げ 剛 性 に つ い て 、 前 記
外 周 領 域 部 ５ ｂ 及 び 前 記 振 動 調 整 層 ９ か ら な る 振 動 調 整 領 域 部 １ ０ を 前 記 内 側 領 域 部 ５ ａ
よ り 大 き く し て あ る 。 曲 げ 剛 性 （ 弾 性 率 に 断 面 二 次 モ ー メ ン を 乗 じ た も の ） に つ い て 、 内
側 の 内 側 領 域 部 ５ ａ よ り も 振 動 調 整 領 域 部 １ ０ の 方 を 大 き く す る こ と で 、 エ キ サ イ タ ３ で
駆 動 さ れ る 内 側 領 域 部 ５ ａ か ら 外 周 領 域 部 ５ ｂ へ 伝 達 し た 振 動 は 、 外 周 領 域 部 ５ ｂ を 通 過
し 難 く な り 、 外 周 領 域 部 ５ ｂ か ら 更 に 外 側 （ 本 例 の 場 合 は 、 取 着 部 ６ や 振 動 抑 制 部 ４ ） へ
振 動 を 伝 え 難 く で き る 。 但 し 、 エ キ サ イ タ ３ の 振 動 に 対 し て 瞬 時 に 対 応 さ せ る た め に 、 曲
げ 剛 性 を 上 記 振 動 調 整 領 域 部 １ ０ よ り も 内 側 領 域 部 ５ ａ の 方 を 大 き く す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 振 動 抑 制 部 ４ は 、 振 動 を 抑 制 す る 木 質 ， 金 属 ， 合 成 樹 脂 等 の 素 材 で 枠 状 に 形 成 さ れ
、 基 板 ２ の 最 外 側 に 形 成 し た 取 着 部 ６ に 、 接 着 剤 又 は 粘 着 剤 で 貼 着 す る か 又 は ビ ス 等 で 止
め 付 け る 等 し て 積 層 し て あ る 。 取 着 部 ６ に 振 動 抑 制 部 ４ を 積 層 し た 部 分 は 、 曲 げ 剛 性 が 、
前 記 振 動 調 整 領 域 部 １ ０ （ 振 動 部 ５ の 外 周 領 域 部 ５ ｂ に 振 動 調 整 層 ９ を 積 層 し た 部 分 ） よ
り も 大 き く 形 成 し て 、 振 動 を 充 分 に 抑 制 で き る 寸 法 に 形 状 し て あ る 。 本 例 の ス ピ ー カ 装 置
１ は 、 外 部 の 対 象 物 （ 例 え ば 、 躯 体 壁 面 や キ ヤ ビ ネ ッ ト 等 ） へ 振 動 抑 制 部 ４ を 介 し て 取 付
け 又 は 組 込 む 等 す る 場 合 、 振 動 部 ５ か ら 取 着 部 ６ を 介 し て 対 象 物 へ 振 動 が 伝 達 し よ う と し
て も 、 振 動 が 振 動 抑 制 部 ４ で 抑 制 さ れ て 対 象 物 へ 伝 達 し 難 く な り 、 対 象 物 の 発 音 を 抑 制 で
き る 。 そ の 結 果 、 対 象 物 に 発 音 を ス ピ ー カ 装 置 １ を 取 付 け 又 は 組 込 む 等 し て も 、 対 象 物 の
発 音 を 抑 制 し て ス ピ ー カ 装 置 １ か ら 放 さ れ る 音 が 主 と な り 、 リ ス ナ ー は 鮮 明 な 音 を 聞 く こ
と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 外 部 の 対 象 物 へ の 振 動 伝 達 が 少 な い の で 騒 音 も 低 減 で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 エ キ サ イ タ ３ の 当 接 す る 振 動 部 ５ が エ キ サ イ タ ３ の 駆 動 で 分 割 振 動
し て 発 音 す る 。 本 例 に あ っ て は 、 振 動 部 ５ の 内 側 領 域 部 ５ ａ が エ キ サ イ タ ３ の 駆 動 で 分 割
振 動 し て 発 音 す る と 共 に 、 内 側 領 域 部 ５ ａ か ら 伝 達 す る 振 動 で 振 動 部 ５ の 外 周 領 域 部 ５ ｂ
も 分 割 振 動 し て 発 音 す る 。 こ の と き 、 ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 エ キ サ イ タ ３ の 外 側 と な る 外 周
領 域 部 ５ ｂ の 分 割 振 動 を 、 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 全 周 囲 に わ た っ て 積 層 し た 振 動 調 整 層 ９ で 制
御 で き る た め 、 基 板 ２ の 振 動 部 ５ と な る 箇 所 を 予 め 加 工 し た 特 別 仕 様 の も の を 用 い る 必 要
が な く 、 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 振 動 を 制 御 し て 周 波 数 特 性 や 音 質 を 最 適 な 状 態 に す る こ と が 可
能 と な る 。 更 に 、 ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 曲 げ 剛 性 に つ い て 、 取 着 部 ６ に 振 動 抑 制 部 ４ を 積 層
し た 部 分 が 振 動 調 整 領 域 部 １ ０ （ 振 動 部 ５ の 外 周 領 域 部 ５ ｂ に 振 動 調 整 層 ９ を 積 層 し た 部
分 ） よ り も 大 き く な っ て い る た め 、 取 着 部 ６ に 振 動 抑 制 部 ４ を 積 層 し た 部 分 で 振 動 を 抑 制
で き る 。 そ の 結 果 、 ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 振 動 抑 制 部 ４ を 利 用 し て 外 部 の 対 象 物 （ 例 え ば 、
躯 体 壁 面 や キ ヤ ビ ネ ッ ト 等 ） へ 取 付 け 又 は 組 込 む 等 し て も 、 対 象 物 の 発 音 を 抑 制 し て ス ピ
ー カ 装 置 １ の 放 つ 音 が 主 と な り 、 鮮 明 な 音 を リ ス ナ ー に 聞 か せ る こ と が で き る 。 ま た 、 外
部 の 対 象 物 へ の 振 動 伝 達 が 少 な い の で 騒 音 も 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ ） は 一 部

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-332861 A 2006.12.7



破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 ２ １ が 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 １ と
相 違 す る 点 は 、 振 動 部 ５ の 外 周 領 域 部 ５ ｂ を 複 数 の 環 状 帯 域 ５ ｂ － １ ， ５ ｂ － ２ ， ５ ｂ －
３ に 区 画 し 、 各 環 状 帯 域 ５ ｂ － １ （ ５ ｂ － ２ ， ５ ｂ － ３ ） に 積 層 し た 振 動 調 整 層 ９ － １ （
９ － ２ ， ９ － ３ ） の 厚 さ 及 び ／ 又 は 材 質 を 異 な ら せ て 、 振 動 特 性 を 異 な る よ う に し た こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 環 状 帯 域 ５ ｂ － １ （ ５ ｂ － ２ ， ５ ｂ － ３ ） の 平 面 視 形 状 と し て は 、 図 示 の 如 く 矩 形 状
に 中 抜 き し た 外 形 が 矩 形 、 図 示 は 省 略 し た が 、 円 状 に 中 抜 き し た 外 形 が 円 、 又 は 楕 円 状 に
中 抜 き し た 外 形 が 楕 円 等 が あ る 。 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 各 環 状 帯 域 ５ ｂ － １ （ ５ ｂ － ２ ， ５ ｂ
－ ３ ） と 振 動 調 整 層 ９ － １ （ ９ － ２ ， ９ － ３ ） か ら な る 各 振 動 調 整 領 域 部 １ ０ － １ （ １ ０
－ ２ ， １ ０ － ３ ） に つ い て 、 外 側 へ 向 か っ て 行 く 程 に 曲 げ 剛 性 を 段 階 的 に 又 は 連 続 的 に 大
き く す る こ と で 、 振 動 部 ５ の 外 周 領 域 部 ５ ｂ を 通 過 し て 外 側 へ 向 か っ て 伝 達 し ょ う と す る
振 動 を 段 階 的 に 又 は 連 続 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 本 例 の ス ピ ー カ 装 置 ２ １ は 、 振 動 部
５ の 外 周 領 域 部 ５ ａ の 各 環 状 帯 域 ５ ｂ － １ （ ５ ｂ － ２ ， ５ ｂ － ３ ） に 積 層 す る 振 動 調 整 層
９ － １ （ ９ － ２ ， ９ － ３ ） の 厚 さ 及 び ／ 又 は 材 質 を 選 択 し て 振 動 特 性 を 適 宜 変 更 す る こ と
が で き る た め 、 振 動 部 ５ の 振 動 制 御 の 調 整 が や り 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ
） は 一 部 破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー
カ 装 置 １ （ 図 １ 参 照 ） を 一 体 に 形 成 し 、 部 屋 に 面 す る こ と に な る 蓋 表 面 部 ３ １ ａ を 基 板 ２
の 振 動 部 ５ で 形 成 し て あ る 。 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 浴 室 や 居 間 等 の 部 屋 の 天 井 ，
壁 面 又 は 床 面 に 開 口 し た 作 業 口 ３ ２ に 装 着 さ れ て 、 作 業 口 ３ ２ を 開 閉 す る も の で あ る 。 作
業 口 ３ ２ は 、 取 付 け 作 業 や 、 点 検 作 業 等 す る と き に 用 い ら れ る 。 ス ピ ー カ 装 置 １ は 、 前 記
第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の と 同 一 で あ り 、 同 一 の 符 号 は 同 一 の 構 成 部 材 等 を 示 す も の で
あ り 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 例 の ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 １ の 基 板 ２ か ら 連 続 的 に 延 設 し た 外
側 縁 部 ３ ３ を 備 え 、 外 側 縁 部 ３ ３ に 形 成 し た 環 状 溝 部 ３ ３ ａ を 表 方 向 へ 向 け て 開 口 し て あ
る 。 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 外 側 縁 部 ３ ３ に 環 状 溝 部 ３ ３ ａ を 設 け て 剛 性 を 高 め る
こ と で 、 作 業 口 ３ ２ に 装 着 す る 時 に 振 動 部 ５ を 変 形 さ せ な い よ う に し て 、 所 定 の 周 波 数 特
性 を 確 保 で き る よ う に し て あ る 。 振 動 部 ５ を 含 む 基 板 ２ 及 び 外 側 縁 部 ３ ３ は 、 本 例 の 場 合
、 金 属 板 又 は 合 成 樹 脂 板 か ら 成 形 さ れ て い る 。 外 側 縁 部 ３ ３ は 、 裏 面 外 側 に 補 強 材 ３ ４ を
取 着 し て 補 強 す る と 共 に 、 ス ピ ー カ 装 置 １ の 取 着 部 ６ と 補 強 材 ３ ４ の 間 に 、 ブ チ ル ゴ ム 等
の 振 動 抑 制 材 ３ ５ を 充 填 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 １ が エ キ サ イ タ ３ の 駆 動 で 振 動 部 ５ で 形 成
し た 蓋 表 面 部 ３ １ ａ が 分 割 振 動 し て 音 を 放 っ て も 、 振 動 部 （ 蓋 表 面 ） ５ の 内 側 領 域 部 ５ ａ
の 振 動 が 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 外 側 （ 内 側 領 域 部 ５ ａ か ら 離 れ た 側 ） 及 び 取 着 部 ６ を 伝 達 し 難
い た め 、 作 業 口 ３ ２ の 回 り へ 伝 達 す る 振 動 を 抑 制 し て 、 作 業 口 ３ ２ を 形 成 し た 蓋 取 付 け 対
象 物 （ 例 え ば ， 天 井 や 躯 体 壁 ） か ら の 発 音 を 無 く し 又 は 低 減 で き る 。 そ の 結 果 、 ス ピ ー カ
付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 蓋 取 付 け 対 象 物 の 発 音 を 抑 制 し て ス ピ ー カ 装 置 １ か ら 放 さ れ る 音 が
主 と な り 、 リ ス ナ ー は 鮮 明 な 音 を 聞 く こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 蓋 取 付 け 対 象 物 へ
の 振 動 伝 達 が 少 な い の で 騒 音 も 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
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　 図 ４ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ
） は 一 部 破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ４ １ は 、 前 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー
カ 装 置 ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 一 体 に 形 成 し 、 蓋 表 面 ４ １ ａ を 振 動 部 ５ で 形 成 し て あ る 。 ス ピ
ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ４ １ は 、 浴 室 や 居 間 等 の 天 井 ， 壁 面 又 は 床 面 に 開 口 し た 作 業 口 ３ ２ に 装
着 さ れ て 、 作 業 口 ３ ２ を 開 閉 す る も の で あ る 。 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ は 、 前 記 第 ２ の 実 施 の 形
態 に 係 る も の と 同 一 で あ り 、 同 一 の 符 号 は 同 一 の 構 成 部 材 等 を 示 す も の で あ り 、 こ こ で の
説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 例 の ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ４ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ の 基 板 ２ か ら 連 続 的 に 延 設 し た
外 側 縁 部 ３ ３ を 備 え 、 外 側 縁 部 ３ ３ に 形 成 し た 環 状 溝 部 ３ ３ ａ を 下 方 へ 向 け て 開 口 し て あ
る 。 外 側 縁 部 ３ ３ は 、 裏 面 外 側 に 補 強 材 ３ ４ を 取 着 し て 補 強 す る と 共 に 、 ス ピ ー カ 装 置 ２
１ の 取 着 部 ６ と 補 強 材 ３ ４ の 間 に 、 ブ チ ル ゴ ム 等 の 振 動 抑 制 材 ３ ５ を 充 填 し て あ る 。 外 側
縁 部 ３ ３ は 、 前 記 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 一 で あ り 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ４ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ が エ キ サ イ タ ３ の 駆 動 で 振 動 部 ５ で 形
成 し た 蓋 表 面 ４ １ ａ が 分 割 振 動 し て 音 を 放 っ て も 、 振 動 部 （ 蓋 表 面 ） ５ の 内 側 領 域 部 ５ ａ
の 振 動 が 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 外 側 （ 内 側 領 域 部 ５ ａ か ら 離 れ た 側 ） 及 び 取 着 部 ６ を 伝 達 し 難
い た め 、 作 業 口 ３ ２ の 回 り へ 伝 達 す る 振 動 を 抑 制 し て 、 作 業 口 ３ ２ を 形 成 し た 蓋 取 付 け 対
象 物 （ 例 え ば ， 天 井 や 躯 体 壁 ） か ら の 発 音 を 無 く す る か 、 も し く は 、 低 減 で き る 。 そ の 結
果 、 ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 ３ １ は 、 蓋 取 付 け 対 象 物 の 発 音 を 抑 制 し て ス ピ ー カ 装 置 ２ １ か
ら 放 さ れ る 音 が 主 と な り 、 リ ス ナ ー は 鮮 明 な 音 を 聞 く こ と が で き る よ う に な る 。 ま た 、 蓋
取 付 け 対 象 物 へ の 振 動 伝 達 が 少 な い の で 騒 音 も 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル の 一 部 を 中 間 省 略 し て 示 す 断
面 し た 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル ５ １ は 、 前 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー
カ 装 置 ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 一 体 に 形 成 し 、 パ ネ ル 表 面 ５ １ ａ を ス ピ ー カ 装 置 ２ １ の 振 動 部
５ で 形 成 し て あ る 。 壁 パ ネ ル ５ １ は 、 浴 室 、 洗 面 室 、 台 所 又 は 居 間 等 の 壁 面 、 天 井 又 は 床
面 を 形 成 す る も の で あ る 。 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ は 、 前 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る も の と 同 一
で あ り 、 同 一 の 符 号 は 同 一 の 構 成 部 材 等 を 示 す も の で あ り 、 こ こ で の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 例 の ス ピ ー カ 付 き パ ネ ル ５ １ は 、 塗 装 鋼 板 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 又 は 合 成 樹 脂 板 等 か ら な
る 表 面 材 ５ ２ と 、 表 面 材 ５ ３ の 裏 面 を 補 強 す る 枠 組 み 等 さ れ た 補 強 材 ５ ３ と か ら な る 。 表
面 材 ５ ２ は 、 そ の 適 所 の 一 部 が 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ を 形 成 す る 振 動 部 ５ 及 び 取 着 部 ６ と な
っ て お り 、 振 動 部 ５ 及 び 取 着 部 ６ を 一 体 に 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス ピ ー カ 付 き パ ネ ル ５ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ を 構 成 す る 振 動 抑 制 部 ４ を 裏 面 側 に 配 置
す る 以 外 に 、 図 中 に 二 点 鎖 線 で 示 す 如 く 、 裏 面 側 に 配 置 し て 額 縁 の 如 く 形 成 す る こ と も 勿
論 可 能 で あ る 。 ま た 、 ス ピ ー カ 付 き パ ネ ル ５ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ を 第 １ の 実 施 の 形 態
に 係 る ス ピ ー カ 装 置 １ （ 図 １ 参 照 ） に 置 換 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル ５ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ が エ キ サ イ タ ３ の 駆 動 で 振 動 部 ５ で 形
成 し た 蓋 表 面 ５ １ ａ が 分 割 振 動 し て 音 を 放 っ て も 、 振 動 部 （ 蓋 表 面 ） ５ の 内 側 領 域 部 ５ ａ
の 振 動 が 外 周 領 域 部 ５ ｂ の 外 側 （ 内 側 領 域 部 ５ ａ か ら 離 れ た 側 ） 及 び 取 着 部 ６ を 伝 達 し 難
い た め 、 表 面 材 ５ ２ に お け る 取 着 部 ６ よ り 更 に 外 側 の 部 分 へ 伝 達 す る 振 動 を 抑 制 し て 、 ス
ピ ー カ 装 置 ２ １ 以 外 の 箇 所 か ら の 発 音 を 無 く し 又 は 低 減 で き る 。 そ の 結 果 、 ス ピ ー カ 付 き
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壁 パ ネ ル ５ １ は 、 ス ピ ー カ 装 置 ２ １ 以 外 の 箇 所 か ら の 発 音 を 抑 制 し て ス ピ ー カ 装 置 ２ １ か
ら 放 さ れ る 音 が 主 と な り 、 リ ス ナ ー は 鮮 明 な 音 を 聞 く こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ピ ー カ 装 置 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ ） は
一 部 破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 、 同 図 （ Ｃ ） は 変 形 例 の 断 面 し た 平 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 装 置 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ ） は 一 部
破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ
） は 一 部 破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 を 示 す も の で あ り 、 同 図 （ Ａ
） は 一 部 破 断 し た 背 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は 断 面 し た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ ル の 一 部 を 中 間 省 略 し て 示 す 断
面 し た 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ … ス ピ ー カ 装 置 、 ３ … エ キ サ イ タ 、 ５ … 振 動 部 、 ５ ａ … 内 側 領 域 部 、 ５ ｂ … 外 周 領 域 部
、 ５ ｂ － １ ， ５ ｂ － ２ ， ５ ｂ － ３ … 環 状 帯 域 、 ６ … 取 着 部 、 ９ … 振 動 調 整 層 、 ９ － １ ， ９
－ ２ ， ９ － ３ … 振 動 調 整 層 、 ２ １ … ス ピ ー カ 装 置 、 ３ １ … ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 、 ３ １ ａ
… 蓋 表 面 部 、 ４ １ … ス ピ ー カ 付 き 作 業 口 蓋 、 ４ １ ａ … 蓋 表 面 、 ５ １ … ス ピ ー カ 付 き 壁 パ ネ
ル 、 ５ １ ａ … パ ネ ル 表 面
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 2006-332861 A 2006.12.7



フロントページの続き

(72)発明者  小栗　基義
            愛知県常滑市鯉江本町５丁目１番地　株式会社ＩＮＡＸ内
(72)発明者  有田　真一郎
            福岡県福岡市南区的場２丁目２５－５　株式会社アモネット内
Ｆターム(参考) 5D012 FA01 
　　　　 　　  5D016 AA01  AA17 

(10) JP 2006-332861 A 2006.12.7


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

